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１．概要（Summary） 

近年，地球温暖化抑止の観点から，再生可能エネルギ

ーの導入が急速に拡大している．さらなる導入に向けて

は，エネルギーキャリアを用いた大規模貯蔵プロセスが重

要な役割を果たすことが期待されている． 

このエネルギーキャリアとして，幅広い利用先などの利

点から水素が注目されており，その製造法として，CO2 排

出が無い等の点から水電解プロセスが期待されている．

中でも塩基性水溶液を電解液として利用する 2 種類の水

電解プロセス(アルカリ型，アニオン交換膜(AEM 型))が，

プロセスの簡便性などから実用化が期待されている． 

本検討では，これらの水電解プロセスの水素発生反応

(HER)用触媒電極の高効率化に向け，電極表面微細構

造を調整した触媒電極の形成とそれを用いた触媒性能へ

の影響の解析を試みた． 

 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

 両面マスクアライナ 

 インラインモニター用 超高分解能電界放出型 走査電

子顕微鏡 （SU8240） 

 

【実験方法】 

両面マスクアライナを用いて微細孔を形成した基板を

用いて，電気化学的手法によりマイクロスケール構造を有

する触媒電極を形成した．形成した触媒電極表面構造を

について，電解放出型走査電子顕微鏡(FE-SEM)を用

いて評価を行った． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

FE-SEMによる観察結果より，10 μm程度の微細構造

を有する触媒電極の形成が確認され，これらの構造の位

置依存性は確認されなかった．以上から，基板上への均

一な触媒電極形成が示唆された． 

また，電気化学測定の結果から，これらの電極が HER

用触媒電極として機能することが確認され，微細構造が反

応効率に影響することが示唆された． 
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